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　を確認すること。

完成後の壁面勾配

1回）

５００ｍ3に

め度（盛土材

盛土材の締固

項目（頻度）

・±０．０３ΣＨおよび３０ｃｍ以内。

・岩石質盛土材の場合は，工法規定方式で

　ここでΣＨは壁高。

　管理するものとする。

施工管理基準値

　上記締固め度が得られない場合は、

　空気間隙率を１３％以下とする。

・細粒分含有量が多い場合（２０％以上）で

　Ｃ，Ｄ，Ｅ法による９０％以上とする。

　最大乾燥密度の９５％以上又は，

・ＪＩＳ　A　１２１０のＡ，Ｂ法による

・基礎地盤の極限支持力が，上記の必要な極限支持力以上であること

 　　　　　　　　細粒分の含有量が25％以下のもの。

　　　　　　　　もしくはスレーキング率３０％以下の軟岩ずりで、

（岩石質材料）：最大粒径が３００ｍｍ以下の硬岩ずり、

　（土質材料） ：細粒分の含有量が25％以下のもの。

・盛土材は以下に示す土質材料もしくは岩石質材料を使用すること。

必要な極限支持力

擬似擁壁の外的安定

盛土材の内部摩擦角

盛土材の単位体積重量

支持力の安全率

地　盤　反　力

活荷重

雪荷重

盛土材の粘着力

18γ＝     ｋＮ/ｍ3

ｑｕ=243.382KN/m2

特 記 事 項

ｑＬ＝     ｋＮ/ｍ2

ｑｕ=383.334

Fs≧3.0

Ｑ1=127.778

φ＝     °

 C＝     ｋＮ/ｍ2

KN/m2

単位 常時

Ｑ1=121.691

Fse≧2.0

地震時

考慮しない

9

35

 0

設 計 条 件

　追加すること。

・掘削時に切土面からの湧水が著しく多い場合は，別途排水対策を

内的 外的 全体安定
設計水平震度

ｋＨ＝0.10ｋＨ＝0.15

　または，これと同等以上と監督員が認めたものを使用すること。

・補強材と壁面材は一体型で接続部において100％強度を発揮するもの、

　強度低下が見られるものは使用できない。

ｋＨν＝0.11

1:0.3

防水シート

吸出し防止材

1:
0.

3

高密度ポリエチレン

有孔管 φ150

　土中集排水管断面図　

単粒砕石

S=1:20

:縦暗渠

:土中集排水管
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　縦暗渠断面図　

厚さ＝500mm

単粒砕石

　暗渠工標準配置展開図　

S=1:20

　壁背面の植生用客土　

　上図の様に、壁の背面を植生用客土により盛土する事。

・盛土材が礫質土等で、植生に支障のある場合は、

盛土材

植生用客土

バ
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ク
マ
ッ

ト
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ジ
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メ
ッ

シ
ュ

根
入

部

　標 準 断 面 図　
S=1:100

ワイヤーマットS

高密度ポリエチレン有孔管φ150 斜材S

高密度ポリエチレン有孔管φ150

延長方向 土中集排水管  L=14.0m

暗渠集排水材　B=300 t=30

5.0m間隔に1箇所設置

排 出 管  L=2.5m 

高密度ポリエチレン無孔管φ150
水平排水材

B=300, t=10

キャップバーS

調整トップマットS

横断方向 土中集排水管 L=4.0m

CO

AS

1:0.1

1:0.8

1:0.6
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キャップバーS種別×本数 Ax3

A60-4.5

〃

〃

W60-4.5

〃

〃

W60-4.0

〃

〃

A60-3.5

W60-3.5

〃

W60-3.0

〃

W60-2.5

〃

A60-3.5

W60-3.5

〃

W60-3.0

〃

W60-2.5

A60-3.5

W60-3.5

〃

W60-3.0

〃

W60-2.5

A60-2.5
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〃

〃

〃
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B=800

DL=330.00

 60 （φ6×5－200×250）A（調整トップマットS） 

　：　各壁高における部材寸法「径（mm）－控長(m)」は，同じ壁高「H＝壁高(m)」

　　　に対して同じ配置とする。

W　（ワイヤーマットS）  

は、植生マット 配置区域を表す。

は，ジオメッシュ根入れ部 配置区域を表す。（埋戻し部）

は，暗渠集排水材（B＝300,t＝30）設置位置を表す。

マットサイズ

　：　展開図における補強材の省略記号は、以下の通りである。

　：　調整トップマットSは，現場にて切断加工すること。

は，現況地盤線を表す。

は，埋戻し線を表す。

　：

　：

　：

　：

注：

マット種類

　：　特記無きマット幅は B＝1.80mとする。

 部材長(m)

　：　斜材Sについて，1.8ｍ～0.8ｍ幅のワイヤ－マット1枚に対し，斜材を3組設置する。

0.8ｍ幅以下のワイヤ－マット1枚に対し，斜材を2組設置する。

　：　         ○

　：           ●

は，ジオメッシュ根入れ部 折れ曲箇所を表す。

は，植生マット 折れ曲箇所を表す。

W 　    60    －    4.5

　： は、水平排水材  B=300, t=10　を表す。

　： は、水平土被り1m線を表す。

　キャップバー配置図　

A型キャップバー

C型キャップバー

B型キャップバー

S=1:50

Ax3 Ax3 Ax3

Bx2

Ax3

Bx3

Ax3

Bx3

Ax3

　補強土壁工展開図　
S=1:100

1:0.1

1:0.35

　小口止工（１）断面図　

　小口止工（２）断面図　

1:0.351:
0.1

　起終点取付工　

　正面図　 　断面図　

石積復旧工　控45cm

石積復旧工　控45cm

1:0.3

1:
0.

3

　正面図　 　断面図　

S=1:100

S-20
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※この図面はＡ１サイズを原寸とする。
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路盤　粒調砕石(M-30)   t=7cm
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